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視　察　報　告

８月１日　大阪府大阪狭山市
○通年議会について
大阪狭山市議会では平成25年３月に通年議会を採択し、

今年で４年目を迎える。通年議会の実施により、議会が主体
となって本会議を柔軟に開催できるほか、緊急な課題、突発
的な事態にも審議を行うことができることから議会活動が活
発になり、行政のチェック機能も強化されている。

８月２日　滋賀県大津市
○通年議会について
大津市議会では平成25年に通年議会が導入された。専決が原
則認められないなど、行政活動の継続した監視体制や議会の機能
が強化されており、市民サービスの向上にもつながっている。
○議会ＢＣＰ(業務継続計画)について
地方議会としては全国初のＢＣＰが平成26年に策定され、大
規模災害などの非常時における危機管理体制が整備された。これ
により迅速な意思決定、市民ニーズの的確な反映など、議会の機
能維持が図られている。

△大阪狭山市

△大津市

議会運営委員会

８月18日　福井県坂井市
○議会報告会について
平成24年度から開催しており、当初は議会報告と質疑応答を
行っていたが質問が広範囲に及ぶこと、参加者が少なく発言者も
毎回同じであることから、平成25年度から小グループによる意
見交換会を実施している。
○議会だよりの編集について
表紙と裏表紙をカラー化、表紙の「議会だより」の文字を地元
の小学生の直筆（毎回各学校に依頼）、文字を大きくし、写真を多
く取り入れるなどの工夫をしている。

８月19日　滋賀県彦根市
○議会報告会について
平成26年度から開催しており、１～３回までは市の予算・

決算の報告と意見交換を行っていたが、参加者が少なく、４回
目から常任委員会でテーマを決め、各種団体とワークショップ
形式で意見交換会を行っている。
○議会だよりの編集について
行政用語が市民の方にとって読みづらかったため、分かりや

すい表現を心掛けている。また、表紙・裏表紙のカラー化、文
字の大きさ、余白、写真の取り入れなどの工夫をしている。 △彦根市

△坂井市
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